
資料１ー１

各ルートにおける自動運転の
検討状況（概要）



京阪バス、阪急バス Osaka Metro Osaka Metro

淀川左岸線2期を対象とし、運転手が
乗車するレベル４相当

レベル４
（今後、関係者間で安全面・技術面及び運用面で検討を進め、

実現可能なレベルを決定していく）

レベル４（万博敷地内）
（今後、関係者と調整）

万博時の自動運転について

① 新大阪駅・大阪駅ルート ② 舞洲駐車場～万博会場 ③ 万博会場内の外周道路

想
定
ル
ー
ト

運
行
主
体
・

自
動
運
転
区
間

運
行
車
両

京阪バス BYD製
路線バスタイプ1台

阪急バス EVMJ製
観光バスタイプ１台

EVMJ製小型４台

イ
ン
フ
ラ

設
備

磁気マーカー、ラインペイント

合流支援

磁気マーカー、ラインペイント

信号協調、スマートポール

EVMJ製大型６台

赤色実線：自動運転区間 赤色実線：自動運転区間赤色実線：自動運転区間

自動運転のためのインフラ設備は道路

の状況により検討中（基本的には車

両のセンサー、カメラ等で対応）
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スケジュール（想定）

2022年度
（R4年度）

2023年度
（R5年度）

2024年度
（R6年度）

2025年度～
（R7年度～）

大阪・関西万博

淀川左岸線(2期)

淀川左岸線(2期)
【アクセスルート

暫定整備】

①新大阪駅・
大阪駅ルート

②舞洲駐車場
～万博会場ルート

③万博会場内
外周道路

大阪市自動運転バス
実装協議会

開催

会期（4/13～10/13）

実装

2/15

第1回

3/22

第2回

協議会・部会ともに必要に応じて適宜開催

本体工事
本体
工事

暫定
整備 実証

      

実装      
撤去
復旧

実証

EVバス発注・調達・自動運転改造
実証（走行試験、調整）

必要なインフラ・設備の検討、インフラ・設備工事

EVバス発注・調達、自動運転改造
実証（走行試験、調整）

特定自動運行の許可手続き

EVバス発注・調達
自動運転改造

車両調整

実証
習熟

必要なインフラ・設備の検討

河川法協議

河川法協議

連携

8/28

第3回

実証
習熟

実証
習熟

P&R事業者の決定

第4回

関係者調整等
インフラ・設備

工事

実
証
実
験

5/31
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